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 神納東地域 
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６
月
23
日
（
日
）
、
大
滝
平
正
市
長
を
講
師
に
迎
え

た
神
納
東
ま
ち
づ
く
り
講
座
が
開
催
さ
れ
、
60
人
以
上

の
方
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
湊
集
落
（
お
知
ら
せ
） 

 

８
月
４
日
、
午
前
８
時
か
ら
集
落

一
斉
清
掃
を
お
こ
な
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

上
助
渕
集
落
（
お
知
ら
せ
） 

 

８
月
13
日
は
、
集
落
盆
踊
り
で
す
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
で

く
だ
さ
い
。

志
田
平
集
落
（
お
知
ら
せ
） 

 

８
月
30
日
、
し
め
縄
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

下
助
渕
集
落
（
お
知
ら
せ
） 

 

８
月
31
日
、
神
楽
に
奉
納
さ
れ
る

剣
舞
、
獅
子
舞
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

山
屋
集
落
（
お
知
ら
せ
） 

 

８
月
31
日
と
９
月
１
日
、
神
明
神

社
参
道
に
竹
灯
籠
を
灯
し
ま
す
。
幻

想
的
な
神
楽
を
お
楽
し
み
に
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 卒寿（９０歳）の敬老者代表で下助渕集落

の押切セイさんが表彰されました。健康の秘

訣は「家族が作ってくれる料理」だそうです。

神林地区敬老会（６月１５日） 

 

出
席
者
か
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
少
子
化

対
策
、
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
、
集
落
の
課
題
等
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。 

 

大
滝
市
長
か
ら
、
村
上
市
の
市
政
運
営
と
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、 

「
今
ま
で
は
、
行
政
が
一
方
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
で
は
な
い
。
皆
さ
ん
が

地
域
を
把
握
し
、
考
え
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
を
活
性
化
で
き
る
。
そ
し
て
、

継
続
す
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
地
域
力
が
発
揮
さ
れ

る
」
と
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

  

神
納
東
地
域
で
は
、
集
落
が
中

心
と
な
り
、
様
々
な
活
動
を
活
発

に
行
っ
て
い
ま
す
。
交
流
活
動
か

ら
季
節
の
伝
統
行
事
、
環
境
整
備

な
ど
、
普
段
行
っ
て
い
る
活
動
が

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
集
落

活
動
支
援
を
通
じ
て
、
活
動
の
継 

続
と
更
な
る
充
実
を
応
援
し
て 

い
き
ま
す
。 

 

集
落
活
動
支
援
に
は
、
定
額
支

援
と
事
業
別
支
援
が
あ
り
ま
す
。

定
額
支
援
は
、
集
落
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、
一
律
３
万
円
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
別

支
援
は
、
集
落
か
ら
申
請
さ
れ
た

事
業
内
容
を
６
集
落
で
話
し
合

い
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

 

山
屋
集
落
の
盆
唄
保
存
会
の
皆

さ
ん
は
、
さ
つ
き
園
、
や
ま
や
の

里
と
や
ま
ゆ
り
荘
、
そ
し
て
集
落

の
盆
踊
り
と
、
年
に
三
度
の
出
番

が
あ
り
ま
す
。
７
月
半
ば
に
は
練

習
を
始
め
、
集
落
に
太
鼓
と
笛
の

音
が
響
き
ま
す
。 

 

子
ど
も
達
も
、
新
し
い
笛
で
仲

良
く
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
集
落

の
盆
踊
り
は
８
月
13
日
で
す
。 

 

里
本
庄
集
落
で
は
、
昨
年
か
ら

炭
焼
き
復
活
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
約
20
年
前
に
建

て
ら
れ
た
炭
焼
き
小
屋
は
傷
み
が

ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

地
域
の
茶
の
間
は
、
近
所
の
人

が
集
う
憩
い
の
場
で
す
。
神
納
東

地
域
で
は
、
山
屋
、
里
本
庄
が
取

り
組
ん
で
お
り
、
上
助
渕
集
落
は

昨
年
５
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
毎

月
一
回
集
ま
り
ま
す
。 

 

講
演
を
聴
い
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ

を
し
た
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

話
を
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ふ

れ
あ
い
が
元
気
の
源
で
す
。 

 

集
落
の
人
達
が
中
心
と
な
り
、

補
修
作
業
を
進
め
、
こ
の
６
月
に

ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。 

 

一
旦
は
途
絶
え
た
炭
焼
き
で
す

が
、
地
域
の
力
で
復
活
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご意見・ご感想・お問い合わせは、 

■村上市神林支所 

地域振興課自治振興室 

■電話・告知端末 

0254-66-6122 

■自治振興室メール 

k.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp 

《
ま
ち
づ
く
り
雑
記
》 

 

８
月
は
、
多
く
の
方
が
故
郷
に

帰
省
し
て
き
ま
す
。
魅
力
あ
る
故

郷
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 


